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平成24年度鹿児島大学法科大学院

Ａ日程法学既修者認定試験

試験問題（民法）

平成２３年９月１０日（土曜日）

１５時３０分～１７時２０分（１１０分）

答案作成上の注意

１．「解答はじめ」の合図があるまで、この１ページ目を表にして、この問題

冊子を開かないこと。

２．問題冊子は、このページを含めて５ページある。

３．試験用紙は６枚配布する。

４．試験用紙の受験番号欄に受験番号、試験科目欄に試験科目（民法）を記入

すること。

５．試験用紙のNo. 欄に、ページ番号を記入すること。

６．白紙答案がある場合でも、すべての用紙に受験番号（横書き）、試験科目、

ページ番号を記入して、必ず６枚すべてを提出すること。

７．解答は、試験用紙の指定された欄に、横書きで記入すること。

８．試験終了後、この問題冊子と下書き用紙は、持ちかえってよい。
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問題１（配点80点）

次の文章を読んで、以下の設問に答えなさい。

ＸとＹはＸ所有の土地（以下、「本件土地」という）について、①売買契約を締結した。

その後、②売買契約書の作成、③Ｙによる手付金の交付、④Ｙによる売買代金の支払い、

⑤所有権移転登記、⑥本件土地のＹへの引渡し、の順で各行為が行われたとする。

［設問１］

本件土地の所有権は、①から⑥のどの段階でＹに移転していると考えられるか。なお、

ＸＹ間で所有権移転時期に関する合意はないものとする。

［設問２］

Ｙは、③の段階において、手付金額をＸに没収させることにより、当該売買契約を解

除できるか。なお、②の売買契約書には、「Ｙが売買契約を不履行の時は手付金はＸが没

収し、Ｘが不履行の時はＹに手付金を返還し、同時に手付金と同額を違約金として別に

賠償する」旨の条項があったものとする。
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問題２（配点80点）

次の文章を読んで、以下の設問に答えなさい。

Ａ女と婚姻関係にあるＸ男は、婚姻当初から職場の事務職員Ｙ女と不倫関係にあった。

Ｘは、婚姻中、Ｙとの不倫関係を維持することを目的に、自宅近くの自己所有地に建物

（以下、「本件建物」という）を新築し、未登記のままこれをＹに贈与し、居住させてい

た。

その後、Ｘは、Ｙと不仲となったことから、Ｙとの不倫関係を清算したいと考え、本

件建物について自己名義で保存登記をしたうえ、Ｙに対して本件建物の明け渡しを請求

した。

これに対し、Ｙは、Ｘに対し本件建物の自己への移転登記を請求した。

［設問］

ＸおよびＹの請求の可否について、検討しなさい。
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問題３（配点40点）

次の文章を読んで、以下の設問に答えなさい。

ＡとＢは、○年△月婚姻し、子Ｃをもうけ、Ｔ市の建物（以下「本件建物」という。）

に居住していた。ところがＡが、勤務先の女子職員Ｄと異性関係を生じたことなどから、

Ｂは離婚を決意し、＊年×月、Ａに離婚を申し入れた。

そこでＡは、Ｄと婚姻して裸一貫から出直すことを決意した。その際、本件建物でＣ

との生活を継続したいというＢの希望を尊重し、本件建物、その敷地である土地等全部

（Ａにとってほぼ全財産に相当する。）を譲渡する旨の「財産分与契約」を結んだ上で、

離婚届をなした。

財産分与契約を結ぶに際して、Ａは、財産分与を受けるＢに贈与税が課税されること

を心配してこれを気遣う発言をしたが、Ａに課税されることは話題にならなかったとこ

ろ、離婚後、Ａは自己に 2 億 2000 万円余の譲渡所得税が課される事を知った。

［設問］

Ａは本件財産分与契約の錯誤無効を主張できるか。


